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みんつく党首 大津綾香さんと立花の関係性。

大津さんは政治家女子４８党で手弁当でボランティアしていた。

令５年、立花は、国民から飽きられて落ち目の N 国党を政治家女子４８党に改名し、聡明な大津さ
んを党首に抜擢。立花にとってはこれが誤算だった。大津さんは正義感が強いことを立花は知らな

かったのだろう。大津さんは党首になることを了承した後で、立花の金銭問題の闇を知った。

大津さんは政治家女子４８党を浄化する目的と、立花へお金を貸して返済してもらってない債権者

を救済する決心をした。

大津さんが債権者を救済するには、どうしても政党交付金が必要になる。

政治活動家になりすまして政党交付金を私物化して浪費することが人生最大の目的の立花は、

仲間の斉藤健一郎議員を党首だと主張して大津さんを追い出そうとした。

この時点で大津さんと立花は裁判に発展した。それによって、先に党首大津さん側へ振り込まれて

いた政党交付金は、裁判の決着がつくまでは保留状態にする義務が生じた。

令６年１月、立花の仲間の斉藤健一郎参議院議員と浜田聡参議院議員を大津さんは除名した。

斉藤健一郎議員が大津さんへ無茶苦茶な要求をしたから。

斉藤健一郎議員と浜田聡議員を除名した大津さんが率いるみんなでつくる党（旧政治家女子４８党）

は国会議員がひとりもいなくなった。このことで保留中の政党交付金を大津さん側が使う権利がな

くなった。

このことで立花は大はしゃぎ。つまり、立花に貸金を返済されていない債権者が、立花によって

見捨てられたということ。借金を作ったのは大津さんではなく立花なのに大津さんが債権者救済の

ために奔走するのは理不尽すぎるし、立花側が大津さんの妨害をしなければ、大津さんは政党交付

金を使って債権者を救うことができたのに、立花側の妨害によってできなくなった。

立花は、金の亡者で義理とか誠実さと良心が１ミリもないことを、この場で認識してください。

あの汚さは立花のルーツを調べる必要があります。呼吸するように嘘を吐く虚言症と良心がゼロと

いう汚さ。

何が立花をそこまでさせるのか？ 大津さんにあって立花にないものは？ 立花と大津さんの属性

を比較してください。そこに答えがあるのでしょう。

大津さんを陥れるためにカキコミをしている連中。反社勢力がネットカキコミ要員として暗躍する

時代になったのだろう。文体のクセからしても少数の輩がアカウントを大量に作ってカキコミして

るようだ。

立花は数年前、パチンコ勢力と組もうとして、世間から叩かれたこともある。

立花よ、オマエはすでに包囲されている！

立花孝志支持層の正体

数年前は立花を信用して応援していた。毎日、立花の動画を視ていれば気付くことでも、たまに

断片的に視るだけでは真実が見えにくい。

立花の話を信じている知能境界者もいるだろうが、大津さんを妬んでる「ブス、デブ、バサバサ髪、
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脂っこくてうねりの強い髪、無職、金欠、彼氏いない歴４０年」っていう属性の女と、反社勢力が

暗躍しているのだろう。

あれだけ大量の大津さん潰しのカキコミができるのは職業化している感がある。立花を表に出して、

陰で暗躍する反社勢力によるカキコミグループがいるのでは？

それと、立花にくっついている斉藤健一郎参議院議員・浜田聡参議院議員って何者？

二人を調べる必要があります。立花のことだから、そろそろ、この二人に罪をなすりつけようとし

て仲間割れするのでは？

浜田聡議員はまがりなりにも国会議員のくせに、ラーメン食べる配信、お弁当食べ配信、お散歩配

信とか、バカな配信をしている。それを称賛するカキコミが多いのは組織的カキコミグループが

暗躍してるからでは？ 国会議員があんなバカな配信をするのは浜田議員は判断力が働かなくなる

ほどショックな出来事があったからでは？ それは何？ 皆さん、想像してください。

因みに令６年１月２４日午前中、浜田聡議員のブログのトップページに「アパート６棟７８室所有」

とあったためプリントしようして準備していたら削除されていて驚いた。このことと立花問題は

関連性があるのだろうか？

立花と斉藤健一郎参議院議員・浜田聡参議院議員が一緒に配信している動画がないところからして、

三人の関係性は良くないはず。それはお互いの闇部分を知っているため信頼関係なんてできるはず

がないから。とはいえ三人が「利害が一致」しているのは確か。

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

産ませた飼い主は命を持てあまし、一日も早く、家から追い出す目的で里親さがしをし、

「良い人にもらわれたから幸せになっているはず」と自己免責をしますが、

もらい受ける側は誰しもが初めは、「一生、大切に大切に飼います」と言うのですが、

最後まで飼えない人が後を絶ちません。

事実、行政処分場で震えながら処分を待ついのちは、一度は、飼い主に飼われたいのち。

「もらわれていった家で幸せに暮らしている」という解釈は、

産ませて、いのちを持て余して家から追い出した飼い主が、自己免責するための希望的

観測に過ぎません。
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